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• 国際動向、国際政策
– 2013年G8サミット（英）：G8国オープンデータ合意
– データを重要な研究成果として位置付け。
急速に国内外の政策動向が変化しはじめた。

– 2016年G7科技大臣会合：
オープンサイエンスセッション（村山講演）
G7オープンサイエンス部会の設置

G8、G7におけるオープンサイエンス、科学データポリシー
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• テーマ１：データ業績に
関する評価、スキル

• テーマ２：国際的なデー
タ基盤同志の相互運用
性

• 報告書G7イタリアへ
提出、承認予定



研究データ
取得・生成

データに対して
DOI付与

データ利用

DOI・メタデータを使って検索、

研究発表時、データ参照に
DOIを使用

研究の評価

文献・データ被引用数の指標化
(  サイテーション・インデックス等)      

業績/予算獲得

論文とデータの
被引用度等で評価
(予算申請・研究業績
評価など)

データ参照指標をつかって予算獲得など

研究データを取得・生成、
データをもとに論文出版

データを公開

DOIをデータ引用に利用
データ発見→研究実施

(豪政府機関 Australian National Data Service による取組み)
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○DOI（Digital Object Identifier）を論文だけでなく、データにも付与し、論文・文献で引用する取り組み
データ公開者・機関の活動評価（論文と同等に）とクレジット

Australian National 
Data Service
http://www.ands.org.au

/cite‐data/index.html

（和訳は能勢（京大、2014）を参考にした）



研究データ
取得・生成

データに
DOI付与

データ利用

DOI・メタデータを使って検索、
データ発見→研究実施

研究発表時、データ
参照に DOIを使用

研究の評価

文献・データ被引用数の指標化
(  サイテーション・インデックス等)      

業績/予算獲得

論文とデータの
被引用度等で評価

データ参照指標を
つかって予算獲得など

研究データを取得・生成、
データをもとに論文出版

データを公開

DOIをデータ
引用に利用

データサイテーションのエコサイクルができるために必要なこと(の例）
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Australian National 
Data Service
http://www.ands.org.au

/cite‐data/index.html

（和訳は能勢（京大、2014）を参考にした）

(予算申請・研究業績評価など)

データの粒度、作法
(引用しやすさ?
再利用しやすさ？)

学協会、研究分野での
議論と実験

データ本体の
永続的置き場？
国・機関レベルの
データリポジトリの
整備計画？
商用サービス？
外国によいものが？

データ引用の文化：
ジャーナルの編集
方針の変化？

データが使われたら
製作者・整備者は
評価されるのか？

データ業績の定量的評価

論文執筆時に
データの引用情報が

わかること

メタデータ作成、
DOI登録作業の手間：
Webメニュー、
できるだけ自動化、
ツールの整備

データDOI、
メタデータの
検索サービス、
発見サービス

研究発表の慣習：
学会などの発表で
データのソース情報を
求めるルール化等？

他人のデータの使い方のルール？
クリエイティブ・コモンズなど
データのライセンスを明確にする



•地球惑星科学の全分野50学協会の連合体。2005年発足。
•個人会員9,000名以上の大規模学会

日本地球惑星科学連合(JpGU) http://jpgu.org

資料作成協力（近藤康久（JpGU情報システム委員会、地球研）



• American Geophysics Union (AGU)

• European Geosciences Union (EGU)

• Asia Oceania Geosciences Society (AOGS)

JpGUにおける国際化の推進

2017年大会：JpGU‐AGU Joint Meeting 2017
参加者数8450名、発表論文数：5645編
• 米・欧と連携すると他のアジア参加者も増えた
（暫定）米321、独33、仏26、英25．．．中183、台145、韓61

個人的見解ですが：

• 年次大会でも名寄せが問題に
• 国際的論文誌（OA Jｏｕｒｎａｌ）の育成、(デジタル)学術情報流通の
国際化（論文以外も！） 識別子はキー

• 結局は、より広い科学活動の(社会との）相互理解
目指すのは長期的に健全な科学



AGU Data Policy
AGU Position Statement (1997~) :地球科学・宇宙科
学のデータは複数の形式でアクセス可能であるべき。
その長期間保存は科学者とその所属機関がかなら
ず負うべき責任である。

（村山仮訳）

米国地球物理連合米国地球物理連合

• 地球・宇宙科学データは、人類
の資産である。

• 科学者・一般社会が入手可能
であるべき



May 23, 2017 JpGU 2017: Toward Open and Beyond 
(K.Lehnert & B. Hanson) 8

COPDESS connects Earth & space science publishers and 
data facilities to help translate the aspirations of open, 
available, and useful data from policy into practice.

AGU理事 K.Lehnert氏
のスライドから引用

COPDESS（仮訳：「地球宇宙科学データ出版同盟」?）を通じて、
地球・宇宙科学分野の出版者やデータを保存・提供する機関
によるデータのオープン化や共有、幅広い利用へむけて実践
していきます。



COPDESS Statement of 
Commitment
■ Promulgate metadata information and domain standards.

■ Promote referencing of data sets using the Joint Declaration of Data 
Citation Principles.

■ Include in research papers concise statements about data location 
and availability.

■ Promote education of researchers in data management; organize and 
develop training and educational tools and resources

■ Develop workflows within the repositories that support the peer review 
process (for example, embargo periods with secure access) and within 
the editorial management systems that will ease transfer of data to 
repositories.

■ Promote use of Persistent Identifiers (ORCID, IGSN, FundRef).
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[K. Lehnert, 2017]

分野内のメタデータ標準化

論文中でのデータサイテーション

研究者への周知・啓蒙

データ出版のワークフローを開発する

永続的識別子を使う

[Kerstin Lehnert,
(AGU Board), 2017]

論文中でデータの所在と入手手段等を明記



Advancing Data Citation with PIDs
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Paper

Investigator/author

Slide courtesy of R. Arko, LDEO. Presentation at 
InMarTech, Oct 2016.
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• OAIS参照モデル：
– デジタル情報の長
期保存アーカイブ
の規格

– 宇宙データシステ
ム諮問委員会策定

• 欧米の図書館や
公文書館，大学・
研究機関等で採
用
– 文書やデータの
アーカイブに関す
る設計で使用



Use of Persistent Identifiers
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Background research
Cruise DOI

Samples

IGSN

Dataset publication

Dataset DOI

Funding

FundRef#

Article publication

Publication DOI

ORCID

Researchers

[K. Lehnert, 2017]

[Kerstin Lehnert,
(AGU Board), 2017]



測地分野の例：
• ILRS（International Laser Ranging Service)

– 国際組織としてデータを収集
– 国際研究コミュニティにデータを
提供

– データを利用した研究発表時には
特定の論文をリファーするルール：
Pearlman, M.R., Degnan, J.J., and Bosworth, J.M., "The 
International Laser Ranging Service", Advances in Space 
Research, Vol. 30, No. 2, pp. 135‐143, July 2002, 
DOI:10.1016/S0273‐1177(02)00277‐6.

– 実験者、データ処理担当、データ
ベース整備担当などはリファーされ
なくてよいのか?

– 観測実験を担当する機関は予算要
求時に困難も?

http://ilrs.gsfc.nasa.gov/about/cite.html

図は[ Otsubo, 2014]を修正


